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生涯学習支援事業報告 

 

事業の 

名 称 

東北大学オープンカレッジ 
「杜のまなびや」 

事業代表者 田中 真理 

目 的 

 

地域社会に対する貢献の一環として、オープンカレッジを通した知的障害者への生涯学習

支援を行う。 

知的障害のある者が学習を通して社会人としての生活や個人の生活が豊かになり、当事者

同士の交流が促され友人関係が広がることのみならず、学内受講生および講師が自身の専門

性を社会に向けて発信することの意義や「学び」の意味を再考する。 

 

対象者 知的障害者のある学外受講生１３名、東北大学在籍の学部生・大学院学生１２名 

内 容 

 

（１）講義題目：わたしが生まれたとき   担当講師：加藤 道代 准教授  2010/10/23 

【講義内容】 

赤ちゃんだった頃の写真を素材として、自分の赤ちゃんの頃のことを話し合う。等身大の

赤ちゃん人形を抱いてみるということを通して自分がどのように愛され、育ててもらってき

たかを振り返る。 

【講義形式】 

出産前後における母親の言葉を講師が紹介した後、事前に一部の受講生から提供された赤

ちゃん時代の写真をスクリーンに映した。その際、提供した受講生は、当時の呼び名とどん

な赤ちゃんだったかについて発表した。発表後は、5 名前後のグループに分かれて、自分の

赤ちゃん時代についての話し合いを行った。休憩を挟んだ後、続いては、等身大の赤ちゃん

の人形を実際に抱いてみるというワークを行った。そして、抱いてみての感想やあやし方に

ついてグループごとで話し合いを行い、発表を行った。最後に、ある学習者の母親から事前

に提供された出産後の言葉を講師が紹介し、「慈しむ」という言葉を取り上げて講義のまと

めを行った。 

 

（２）講義題目：教育を科学しよう   担当講師：谷口 和也 准教授      2010/11/20 

【講義内容】 

近年の中学校や高等学校での授業を体験しながら、学校や社会がどのように変わりつつあ

るのかということを感じる。そして、近年では正解を覚えるということではなく、お互いの
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意見を尊重し、「合意形成」を行うことに重点が置かれていることを、アクティビティを通

して理解する。 

【講義形式】 

まず、学校に通って「役に立ったこと」「つまらなかったこと」について、受講生同士で

ペアを作って話し合いを行った。その後、現在行われている授業内容を体験した。 

①絵描きゲーム(中学・国語)…描かれている絵を口頭だけでその絵を見ていないペア相手に

伝え、同じように描いてもらう。 

②電流ゲーム(高校・道徳)…隣同士手をつないで横一列に並び、片方の手を握られた場合に、

反対にいる隣の人の手を握り、最後の人までつなげていく。 

③違いの違い(中学・社会)･･･大学生と障害者で社会的に異なっていること(例、「大学生が電

車に乗る時は 1 万円のお金を取られるが、障害者は半分しか取られない」など)について、そ

の妥当性をそれぞれの立場から話し合う。 

最後に、講師が昔と現在との学校が「覚えて、競争する」から「1 つの正解を出すだけで

はなく、意見を伝えあったり、考えたりする」ことを大事にするようになったということに

ついて、「合意形成」というキーワードを用いながらまとめを行った。 

 

（３）講義題目：自分の生きざまを語る／他人の生きざまを聞く３ 

担当講師：石井山 竜平 准教授                                    2010/12/11 

【講義内容】 

立場や経験が異なる人々の相互理解を深めるため、希望した受講生が「受講生講師」とな

り、各自が「私」を主語として自身の考え方、感じ方を表現する。そして、自分が講義を行

ったり、他者の講義を聞いたりすることを通して、受講生同士が互いの尊厳を大事にすると

いう「共同学習」を行う。 

【講義形式】 

 当日前に、受講生講師を集めてのミーティングを 3 回実施した。具体的には、受講生講師

がスタッフとペアとなり、当日発表する内容についての検討やリハーサルを行った。当日で

は、はじめに講師が受講生講師の講義を聞く上での約束事を説明した。その後、オムニバス

形式で 7 名の受講生講師が、自分の仕事のこと（3 名）、自分の関心のあること（2 名）、自

分が大切にしていること（2 名）をテーマにそれぞれ講義を行った（1 人あたり 10 分程度）。

そして、各受講生講師の講義の後には、受講生同士で感じたことを述べ合った。最後に、自

分の生きざまを語る／他者の生きざまを聞くことについて、講師が「共同学習」というキー

ワードを用いてまとめを行った。 

 

実 施 

場 所 
東北大学文科系総合研究棟 
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ス 

タ 

ッ 

フ 

 

  
川住 隆一 （東北大学大学院教育学研究科人間発達臨床科学講座教授） 
加藤 道代 （東北大学大学院教育学研究科人間発達臨床科学講座准教授） 
谷口 和也 （東北大学大学院教育学研究科教授学習科学講座准教授） 
石井山竜平 （東北大学大学院教育学研究科成人継続教育論講座准教授） 
滝吉美知香  （東北大学大学院教育学研究科教育研究支援者） 
野崎 義和 （東北大学大学院教育学研究科博士後期課程） 

 横田 晋務 （         〃         ） 
佐藤健太郎 （東北大学大学院教育学研究科博士前期課程） 

 佐藤  真理 （         〃         ） 
 飯田 明葉 （         〃         ） 
 古山 貴仁 （東北大学大学院教育情報学教育部博士前期課程） 
 

人 数 

１１名 

 

 

 

 

 

 

 

ス 

タ 

ッ 

フ 

の 

活 

動 

内 

容 

 
（１）2010.4.9 スタッフの顔合わせ、これまでにおける取り組み・研究活動の振り返り 

（２）2010.4.23 「杜のまなびや」に関する先行研究の読み合わせと内容に関する討論 
「杜のまなびや」における研究活動としての課題についての討論 

※勉強会として開催し、関心のある学生の参加を募集 

（３）2010.5.14 今年度の研究活動案の検討 
講師の意識（障害観など）と当日の講義展開との関連性に焦点化する

ことが決定 

（４）2010.5.28 「障害観」をキーワードに国内の先行研究を概観 
「講師」、「障害観」をキーワードにオープン・カレッジ研究協議会「オ

ープン・カレッジ研究」を概観 

（５）2010.6.18 文献講読、障害観に関する国外の先行研究を概観 

（６）2010.7.2 文献講読、過去の取り組みでの講義前後における講師への聴取に関す

る資料の整理 

（７）2010.7.9 講師への事前面接における聴取内容の検討 

（８）2010.7.13 講師への事前面接における聴取内容の決定 

（９）2010.7.30 文献講読、受講生の募集（Fig.1） 

（10）2010.9.27 講師への事後面接における聴取内容の検討、受講生の決定 

（11）2010.10.21 講義第 1 回目の流れについての確認 

（12）2010.10.25 第 1 回目についての振り返り、講師への事後面接における聴取内容の

決定 

（13）2010.11.15 講義第 2 回目の流れについての確認 

（14）2010.11.26 第 2 回目についての振り返り 

（15）2010.12.10 講義第 3 回目の流れについての確認 

（16）2011.1.14 第 3 回目についての振り返り、今年度の取り組み全体についての総括 

（17）2011.1.28 講師への面接結果全体についての検討 

（18）2010.2.3 講師への面接結果より講師の意識に関する研究データを抽出 

（19）2011.2.8 当日の映像記録より講師の講義展開に関する研究データを抽出、論文

執筆案検討 

（20）2011.2.14 執筆原稿の検討・推敲 

 
＊その他、受講生へのインタビュー、講師との講義に関する事前打ち合わせ、講師へのイン

タビューを複数回行っている 
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Fig.1 「杜のまなびや」パンフレット 


